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作成日：2024年8月28日

マルトウ工業株式会社

環境経営レポート
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エコアクション21　ガイドライン2017年版

活動期間　　2023年5月～2024年4月



①事業所及び代表者

マルトウ工業株式会社

代表取締役 鈴木皓久

②所在地

本社・第一工場、第二工場 湊工場

静岡県袋井市諸井　2163-1 静岡県袋井市湊　885-1

TEL 0538-23-6061 TEL 0538-31-7811

FAX0538-23-6062 FAX 0538-31-7812

E-mail daiichi_marutou@za.tnc.ne.jp

③環境管理の責任者及び担当者

鈴木皓久 0538-23-6061

平岡庸介 0538-23-6061 hiraoka.marutou@za.tnc.ne.jp

伊藤　譲 0538-23-6061 senbetu.marutou@za.tnc.ne.jp

④事業内容

ベアリング部品製造及び組立加工

⑤事業の規模

71

3,801

（湊工場531㎡含む）
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延床面積 ㎡ 3,270 3,801

（湊工場531㎡含む）

従業員 人 83 75

13,467 15,438

環境管理責任者

担当者

1. 組織の概要

活動規模 単位 2021年 2022年

E-mail

E-mail

2023年

20,297主要部品生産量 千個

mailto:daiichi_marutou@za.tnc.ne.jp
mailto:hiraoka.marutou@za.tnc.ne.jp
mailto:senbetu.marutou@za.tnc.ne.jp


①基本理念

当社はベアリング部品製造及び組立加工する事業所として

資源や環境保護を目的とした保全活動を継続的に実施し

地域及び地球環境保全に貢献します。

②行動指針

1.　クレームの低減及び不良品の削減に努めます。

2.　金属くず量の削減に努めます。

3.　廃棄物排出量の削減に努めます

4.　二酸化炭素排出量の削減に努めます。

5.　水使用量の削減に努めます。

6.　グリーン購入の推進に努めます。

7.　環境関連の法規を遵守します。

8.　環境保全に対する行動を全従業員、足並み揃えて活動できるよう意識向上に努めます。

制定　2007年　6月27日

改定　2017年　5月　1日

マルトウ工業株式会社

代表取締役　鈴木　皓久
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2.　環　境　経　営　方　針



① 認証・登録の対象組織

　　マルトウ工業株式会社　全社（本社・第一工場、 第二工場、 湊工場）

② 対象活動

③ マルトウ工業組織図

社長 環境事務局
① 環境経営全般に関する責任と権限 ① 環境経営レポートの作成
② 環境管理責任者の任命 ② 環境負荷データ等の集計

③ 環境経営に必要な資源の準備 ③ 環境経営目標・環境経営計画の進行管理

④ 経営における課題とチャンスを整理し明確にする ④ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施

⑤ 環境経営方針の制定及び改定 ⑤ 環境管理責任者へ取組状況の報告

⑥ 環境経営システム全体の評価と見直し ⑥ 環境関連法規等の遵守状況チェック

⑦ 効率的な実施体制の構築と全従業員への周知 ⑦ 緊急事態の試行訓練の実施

⑧ 文書・記録の管理

環境管理責任者 各グループリーダー

① 環境経営システム全般の運用・管理 ① グループの環境経営計画の実施

② 環境経営目標及び環境経営計画の作成 ② グループの問題点のチェック及び予防処置の実施

③ 取組状況の社長への報告 ③ グループの従業員教育

その他の従業員

① 目標達成に向けて決められた事を守りEC21の活動を推進する

第一工場

工場長

検査G

湊工場

工場長

森岡　弘記 鈴木　皓久

第二工場

課長

森岡　弘記

佐藤　隼人

百鬼 稔宏

圧入チーム

プレスG

課長

平岡　庸介

切削G

主任

中川　勇飛

環境事務局

検査Gリーダー

伊藤　譲

環境事務局

係長

圧入G

主任

ライン・検査G

主任

小田　真由美

ロボットリーダー
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　　ベアリング部品製造及び組立加工

匂坂　民江

森岡　弘記

物流G

主任

名倉　勇一

製造G

グループ長

鈴木　皓久

課長

森田　宏和

検査G

村松　久美子

第二工場

工場長

主任

管理2係

主任

長谷川　純子

作成日

作成者

総務G

平岡　庸介

関係者の権限と役割

3. 対象範囲（認証・登録範囲）

生産技術G

課長

神麻　益直

品質保証G

代表取締役社長

鈴木　皓久

環境管理責任者

副社長

2023年8月21日

伊藤　譲

高橋　千代子原田　優

組立G



①2023年度　環境経営目標

2022年度実績値を基準として削減目標値(%)を設定

※産業廃棄物再資源化は再資源率100%を維持する。

②中期目標

クレームの低減

金属くず(鉄)

二酸化炭素排出量

    購入電力

    ガソリン使用量

    軽油使用量

水使用量

グリーン購入

%

kg-CO2

リットル

産業廃棄物再資源化

グリーン購入に配慮する

    購入電力

    ガソリン使用量

    軽油使用量

水使用量

243.83

-2件

-2%

2025年度削減目標

(2022年比)

625,213

2,198

4,348

1,364

配慮する

-1%

-1%

-1%

-1%

件

削減目標値

2022年度

実績

1件

4. 環境経営目標

項目 単位

二酸化炭素排出量

0%100%

331,224.45 -1%

3件

248.81

100%

クレームの低減

金属くず(鉄)

334,570.16

2022年度比
2023年度

2023年度削減目標

(2022年比)

配慮出来た

631,528

2,220

4,392

1,378㎥

※グリーン購入は配慮することを目標とする。

項目

グリーン購入に配慮する

-1%

-1%

-2.0%

-4%

-2.0%

-2.0%

-2.0%

-3件

-2%

-1%

-4件

-2.0%

再資源率100%を維持する産業廃棄物再資源化

ｔ

kWh

リットル
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-1%

-1%

2024年度削減目標

(2022年比)

-4件

-3%

-1.5%

-1.5%

-1.5%

-1.5%

-1.5%



1 クレームの低減 ①

②

③ 段取り時の残品確認

④ 製品等の表示

⑤ チェックシートの確認

⑥ チョイ置き品の確認

⑦ 5S活動の実施 置場の管理

⑧ クレームを検証し再発を防止する 1件 1件

2 金属くず(鉄) ① ブランク寸法の見直し

の削減 （材料寸法）

② 絞り外径寸法の見直し

③ 材料の在庫管理の徹底

3 廃棄物排出量 ①ゴミ分別化の徹底

の削減 ビニール・ラップ・バンド・バンド金具・燃えるゴミ・その他不燃物

②再資源活動

再資源率100%を維持する

機械周り及び製品缶の残品確認

森岡

鈴木場内の治工具・製品置場の表示・配置図の作成

5.環境経営計画

森岡

森岡

鈴木

鈴木

2023年度

森岡

削減項目 活動項目

計画

森岡

鈴木

責任者

鈴木

森岡

鈴木

11月 12月 1月5月 6月 7月 8月 9月

トランスファー金型を立ち上げ品質の安定性を確保する

クレーム管理台帳参照　（フォロー・効果確認）

伊藤

伊藤

鈴木

№1実行

及び不良品の削減

森岡

森岡

鈴木

神麻

森岡
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森田

佐藤

伊藤
対策済・効果確認済 対策済・効果確認済

3月

鈴木

鈴木

4月

(ISO9001 生産技術品質目標計画書実績参照)

2月10月



4 二酸化炭素排出量 ① 不要照明の消灯

の削減

② エアコンの温度管理

a 電力使用量 冷房26℃・暖房22℃

の削減 ③ 扇風機・電気ストーブの調整

及び消し忘れ防止

④ エアー漏れの撲滅と修復

⑤ 不使用機械の電源オフ

b 燃料使用量 ① エコドライブの徹底

の削減

② 配送方法の効率化

5 水使用量の削減 ① 各手洗い場に節水の表示をして

節水を促す

② タンブラー工程において流水に

よる洗浄を改め最後に洗浄する

③ 水漏れ点検の実施

6 グリーン購入の促進 ① 調達用品のグリーン購入促進

7 ① 簡易点検の実施と記録 (別紙参照)
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削減項目 活動項目 2月 3月 4月8月 9月 10月 11月 12月 1月5月 6月 7月

№22023年度

責任者

平岡

伊藤

平岡

森岡

鈴木

森岡

鈴木

森岡

鈴木

伊藤

（運転日報で確認) 平岡

社用車にエコドライブの注意事項を表示して意識を高める 伊藤

(ガソリン・軽油) 鈴木

パレット・梱包資材の整理整頓　置場の確保 名倉

平岡

伊藤

平岡

伊藤

平岡

伊藤

鈴木

「フロン排出抑制法」に伴う

取組 10/9 異常無し 1/15異常無し

匂坂

7/10異常無し 4/8 異常無し

平岡

伊藤



環境方針の周知 ～ 環境方針を各職場に掲示して全社員に発表した。

節電 ～ 全社員に活動計画を発表した。

節水 ～ 全社員に節水の協力を促し節水の表示を手洗い場に掲示。

社用車・トラックの燃料削減 ～ 全社員にエコドライブを指示し車輌に表示をした。

分別ごみ用容器の設置 ～ 4月に設置済み。

デマンドの導入 ～ デマンドを導入し電力のコスト削減を図る。

エアコンの交換(食堂) ～ エアコンを省エネ型に交換。

緊急事態を想定しての教育・訓練 ～ 全社員に緊急事態における対応を現場で説明した。

洗浄用灯油槽の交換 ～ 古くなったプラスチック槽を鉄製に交換した。

小便器の交換(第一工場) ～ 水漏れのため交換。

廃油置場表示板の設置 ～ 廃油置場表示板を設置した。

換気ファンの設置(第一工場) ～ 換気ファンを3基設置した。

換気ファンの設置(第二工場) ～ 換気ファンを2基設置した。

洗浄用灯油倉庫設置 ～ 倉庫を設置して当油槽を格納した。

廃プラ置場表示板の設置 ～ 表示板を設置した。

分別の徹底 （産業廃棄物と木材の区分) ～ 注意喚起の表示を設置した。

使用済み乾電池集積缶の設置 ～ 産業廃棄物と使用済み乾電池の分別の徹底。
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駐車場の照明を人感センサーにし電力削減 2022年10月 ～ 使用電力の低減

ソーラーライト設置 2023年11月 ～ 夜間の安全確保

～ 使用電力の低減

分別徹底 (樹脂と缶の分別)

2019年8月 ～ 表示板を設置した。(ドラム缶のふたは確実に閉めること。)注意喚起

取組状況

活 動 状 況

2010年10月

2007年7月

日付項目

2007年7月

2007年7月

2007年7月

2007年7月

2008年8月

2010年12月

2009年2月

2009年3月

2009年3月

2009年7月

2010年4月

2017年12月

2011年12月

2016年1月

2017年11月

ごみ分別内容の掲示

ドライブレコーダーを導入し燃料効率の改善 2021年11月 ～ 車輛の燃料効率化(エコドライブの意識向上)

分別内容の理解を深めルールに基づいた分別の推進。2018年2月 ～

2019年6月 ～ 分別内容の理解を深めルールに基づいた分別の推進。

選別係の検査用照明12機をLED化 2020年1月 ～ 使用電力の低減

全工場の蛍光灯をLEDに変更 2021年6月



① 実績値 (目標に対して10%以内) ×＝未達成

購入電力

ガソリン使用量

軽油使用量

※二酸化炭素排出量の把握には中部電力の排出係数0.482kg-CO2kWhを使用した。

※産業廃棄物再資源化は再資源率100%を維持することを目標とする。

※グリーン購入は配慮することを目標とする。

②原単位による実績値

2019年度　総生産個数・・・ 個

2020年度　総生産個数・・・ 個 　前年度比　28%減

2021年度　総生産個数・・・ 個 　前年度比　18%増

2022年度　総生産個数・・・ 個 　前年度比　15%増

2023年度　総生産個数・・・ 個 　前年度比　31%増

(目標に対して10%以内) ×＝未達成

購入電力

ガソリン使用量

軽油使用量
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〇

△

×

△

達成状況

×2件

249.91

656,108

△

〇100%

実績値

2022度

+3件

9%

0%

-2%

2%

16%

2%

目標比

実績

-18% 〇

件 0.00000013 0.00000005 0.00000020 300%

達成状況
実績値 目標値 実績値

単位
2022年度 2023年度 2023年度

×

0.00001588 0.000013

〇

kg-CO2 0.0217 0.0215 0.0160 -26% 〇

% 100% 100% 100% 0%

〇

リットル 0.0001870 0.0001851 0.0001257 -32% 〇

kWh 0.0424995 0.0420745 0.0313348 -26%

〇

㎥ 0.0000893 0.0000884 0.0000640 -28% 〇

リットル 0.0002845 0.0002817 0.0002185 -22%

-5%

〇

〇

6. 環境経営目標の実績

334,570.16

2023年度

目標値

1件

配慮出来た

2,821

4,392

1,378

項目

㎥

単位

kWh

リットル

リットル

2023年度

実績値

4件

264.65

100%

323,897.07

クレームの低減

636,004

2,543

4,434

1,300

配慮出来た

件

ｔ

%

kg-CO2

243.83

100%

331,224.45

625,213

2,198

4,348

15,438,001

〇＝達成 △＝軽微な未達成

〇＝達成 △＝軽微な未達成

13,467,990

水使用量

金属くず(鉄)

産業廃棄物再資源化

二酸化炭素排出量

水使用量

※グリーン購入

クレームの低減

金属くず(鉄)

産業廃棄物再資源化

二酸化炭素排出量

項目

10,982,176

15,304,077

ｔ 0.0000162

1,364

配慮する

20,297,064
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①環境経営実績の推移グラフ (2014年度～2023年度)
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②原単位による環境経営実績の推移グラフ (2014年度～2023年度)
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〇＝達成 △＝軽微な未達成 ×＝未達成

1 クレームの低減 ① 金型の見直し 〇 必要に応じ見直しできた 継続

② 機械周り及び製品缶の残品確認 〇 各部署で実行できた 継続

③ 段取り時の残品確認 〇 各部署で実行できた 継続

④ 製品等の表示 〇 各部署で実行できた 継続

⑤ チェックシートの確認 〇 各部署で実行できた 継続

⑥ チョイ置き品の確認 〇 各部署で実行できた 継続

⑦ 5S活動の実施 置場の管理 〇 毎月テーマを決め活動できた 継続

⑧ クレームを検証し再発を防止する 〇 事象ごとに再発防止策を立案できた 継続しクレーム発生を抑制する

2 ① ブランク寸法の見直し (材料寸法) 〇 必要に応じ見直しできた 継続

② 絞り外形寸法の見直し 〇 必要に応じ見直しできた 継続

③ 材料管理の徹底 〇 在庫確認・調整後の発注を徹底した 継続し在庫削減に努める

3 廃棄物排出量の削減 ① ゴミ分別化の徹底 〇 表示板・分別内容の掲示をした

② 再資源活動 〇 問題なく分別できた

4 二酸化炭素排出量の削減 ① 不用照明の消灯 〇 各部署において徹底できた 継続

a 電力使用量の削減 ② エアコンの温度管理 冷房26℃・暖房22℃ 〇 多少の調整あり　概ね管理できた 継続

③ 扇風機・電気ストーブの調整及び消し忘れ防止 〇 各部署において徹底できた 継続

④ エアー漏れの撲滅と修復 〇 生産技術に協力を得て修復済 継続

⑤ 不使用機械の電源オフ 〇 各部署において徹底できた 継続

b 燃料使用量の削減 ① エコドライブの徹底 （運転日報で確認) 〇 各運転手がエコドライブに従事できた 継続

② 配送方法の効率化 △ 臨時配送・小ロット対応　搬入回数増 継続　客先との交渉が必要

5 水使用量の削減 ① 各手洗い場に節水の表示をして節水を促す 〇 社員全員徹底できた 継続

② タンブラー工程において流水に

よる洗浄を改め最後に洗浄する

③ 水漏れ点検の実施 〇 検針伝票にて大きな変化無き事を確認 継続

6 グリーン購入の促進 ① 調達用品のグリーン購入促進する 〇 継続

7 ① 簡易点検の実施と記録 (別紙参照) 〇 年4回の点検実施　異常なし 継続
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取組内容　(2023年度) 2024年度取組内容

継続

社員に分別ルールを周知徹底させる

エコマーク商品を意識して購入出来てい

る

7.環境経営活動の取組結果の評価　次年度の取組内容

「フロン排出抑制法」に伴う取組

活動項目 評価

及び不良品の削減

(ガソリン・軽油)

〇 使用者全員徹底できた

金属くず(鉄)の削減



並びに違反・訴訟等の有無

① 環境関連法規等の遵守状況

当事業所に適応される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

廃棄物処理及び清掃に関する法律 産業廃棄物収集運搬及び処理業者との委託契約の締結

産業廃棄物管理票(マニフェスト)の交付と管理

産業廃棄物管理票期間内返却の確認と未返却時の報告

産業廃棄物管理票交付等状況報告 毎年　6月末まで

産業廃棄物保管場所への掲示板の設置

浄化槽法 浄化槽設置届出と設置後の水質検査

定期保守点検の実施

定期清掃の実施

指定検査機関による定期水質検査

静岡県産業廃棄物の適正な処理に 産業廃棄物管理責任者の選任 鈴木社長(責任者)

関する条例 産業廃棄物処理委託先の現地確認と記録の保管(5年間)

騒音規正法(県条例) 空気圧縮機・プレス機の設置届

振動規正法(県条例) 空気圧縮機・プレス機の設置届

消防法 消火設備の点検・火災報知器の点検

危険物の規制に関する政令 洗浄用灯油の保管

グリーン購入法 環境物品(エコマーク商品)の購入 主に事務用品

省エネルギー法 省エネルギー活動を講じること

地球温暖化対策推進法 温室効果ガス抑制装置

グリーン調達基準(顧客要求事項) 表面処理において六価クロム含有が無いこと 三価クロム処理

フロン排出抑制法 オゾン層の保護及び地球温暖化の防止 簡易点検実施

家電リサイクル法 エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機

使用済自動車の引渡義務

使用済自動車の引取業者への引き渡し リサイクル料金の支払

資源有効利用促進法 指定再資源化製品のリサイクル(適正廃棄) パソコン・小型二次電池の廃棄時

② 違反、訴訟等の有無

過去3年間、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。
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〇

〇

〇

〇

該当なし

エコアクション21活動

該当なし

該当なし自動車リサイクル法

第4条

フクエイ　年4回

A・B2・D・E票の5年間保管

遵守の確認

契約の締結(3社)

家電4種について消費者が処理費用を負担する

〇

〇

生活科学検査センター

2023/5/11　完了

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

第一工場2023/5/22完了

第二工場2023/8/22完了

平岡庸介

〇

〇

〇

〇

〇

8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

法規制等の名称 法的要求事項等 備考

2024/5/6 確認

第10条

〇

〇

第8条

第73条

第11条

フクエイ　年1回



9.代表者による全体評価と見直しの結果

1.環境経営方針

変更の必要はなく引き続き取り組んでいきます。

社全体として「環境経営計画」に取り組めたと感じています。

実績として「ガソリン」「水」の使用量が未達成でしたがコロナ渦の中、以前と比べ

外出規制が緩和され、対面での打ち合わせが増えたことで「ガソリン」の使用量増、

22年5月より湊工場の運用を開始したことで「水」の使用量が増えたことなど達成できなかった

要因は明確です。

また、クレーム件数は減少し目標達成しましたが更なる品質向上を目指すことで金属くずや電力など

削減につながります。

教育訓練計画のもと、各個人のスキルアップを目指していきます。

3.環境関連法規制

法規制は遵守されており、今後も法規違反の無い様活動していきます。

4.実施体制について

適切に組織されており、今のところ見直す必要はありません。

5.総括

エコアクションの継続的な活動により、着実に環境に対する意識は変わってきていると

感じます。

年々高い目標になっていますが、原単位では２項目（ガソリン、水）を除き目標達成

できています。

昨年から原材料費や、電力費の高騰、様々な物価も上がっている中、引き続き

環境に対して「誰かがやってくれるから」や「まあいいや」ではなく一人一人が率先して行動し

目標達成に向け取り組んでいきます。

2.目標・環境経営計画及び取組状況

2023年8月26日

マルトウ工業株式会社

代表取締役　　鈴木皓久
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